






















チーヌただ独りの証言 根拠 わけで、実 人アウエルバッハ母子の証言のみに依拠するロシア東欧ユダヤ民間起源説と同程度に、決め手を欠く。公平に見て、三者の相関は依然不明と言わざるを得ない。
ギンズバーグの不備は 確 にシャイバーの指摘するとおり、ラマル

























」 （エルサレム 美称 神殿建立地）に降 「ヘルモンの露
つゆ
」に喩えて












エブス人の城市エルサレムを攻め取り、ここを王都としてイスラエル十二氏族に君臨した。後に、神殿建立を発起して予言者ナタンに諮るが、古来イスラエルの神は住所を定めず人と共に歩むこ を好むとの託宣を受け、断念する。 『サムエル記』の続篇『列王記』 （上、二・一
－ 一〇）







ダビデ王の真作、 『サムエル記』 『列王記』をイスラエル正史とする。三書とも経典である以上、その言説は全て真実で、虚偽を含まない。ただし、真実の表現は、言説の内容により異なる。この場合 サムエル記』『列王記』は史書であるので、事実を伝達する。そこに虚偽はないとしても、事件を叙述する上 多少 省略はあ 得る。 『詩篇 は詩歌であるので、情緒を伝達する。そこに 修辞 るとし も、真情を表現する上 虚偽はない。
さて、 『サムエル記』によれば ダビデ王は詩歌に優れ、実際に神殿建
立を切望した。その真情を、 『詩篇』一三三番は写実する。これは、いわば、ダビデの生前に夢見た幻想風景である。当然、表現の細部は曖昧で全体は実景と異なる。非現実の心象は、過去の事実を伝える以前に、未来の理想を先取する。敢えて正史に収める義理はあるまい。教訓、 「国土を統べる王都の全住民は同胞として共 楽しく神を祀り、その幸福と利益を久しく天下に及ぼすであろう」 。
このダビデの詩に予見された平和の理想国家は、 『列王記』によれば、
ソロモンの神殿建立事業として実現する 勿論、この詩に説かれた理想は、実現以前に思考し得たも であるから、一度 現した後も、 いは挫折したとしても、なお意味 失わない 教訓、 「同胞の結束 兄弟の親睦を以て神事の成立と見 すべし」 。
これこそは詩の真意であり、普遍の真理である。かくして、いささか怪しげな出来 を、むしろ出来の怪しさゆえに、






























もしも経典の正史と併せて詩の本義 解説したければ、曖昧 「はらから」の正体を、実は都住まいの高名な祭司か貴人の一家と る逸話を作るのが得策と思うが、なぜ特に親譲りの麦畑を耕す無名の庶民二人兄弟としたか。
いずれも児童対象の小噺であることは理由にならない。好奇心旺盛な
子供の質問攻撃に覚悟して備えるべきであろう。この厄介な問題に、おそらくギンズバーグは薄々気づいていたらしい。 「 説話は『詩篇』一三三・一の講釈に基づく と限定すれば、詞書と詩 齟齬も、詩と正史の矛盾も、また経典と説話の相違も、考慮せずに済む。しかし、詩 冒頭句 みを取り上げて拡大解釈する如き態度は 少なくともギンズバー
グ自身の前提するらしいユダヤ経典講釈の常道に反する。
シャイバー以降の研究は、先に述べたとおり、ギンズバーグの看過し
たラマルチーヌの証言に基づき、中東アラブ民間起源説を主流とするので、おおよそ問題 存在自体を認識しない。元来「アラブ人の作り話か言い伝え」とすれば、これをユダヤ文学史の埒外に置くことも正当化しやすい。しかし、アラブ文化とユダヤ文化の交流は（衝突も含めて）予想以上に長く深い。実際、シャイバー自身は、ギンズバーグの不備を指摘し、あくまで代案として慎重に中東アラブ民間起源説を提示するにどめた。その後の研究は更に進み、イスラエルの 俗 者ハイム・シュヴァルツバウム（一九一一
－ 一九八三）等は、シャイバーの看過した八




全て 共通点は要するに「宝をめぐる二者の駆け引き」でしかなく、ここまで遡るとなる 、さすがに「エルサレム神殿建立説話 研究の域を越えて、もはや比較文学の事案である。
もちろん、比較文学も有益な視点を提供する。 「宝をめぐる二者の駆け









は山分けを提案するが、サギシは共有を主張する。トンマは納得し、二人で金を某所に隠す。後日 密かに金を盗み出す。トンマは相棒の悪事に気付いて、サギシを裁判所に訴える。サギシは父親と共謀して、トンマに罪を着せる。しかし裁判官は、サギシ親子の工作を見抜いて、処罰する。そしてトンマは大金 独占する。教訓、 「たとい身内の者でも悪辣な者を遠ざけよ」 「良識と高雅な精神をもつ人を友とし、慇懃な態度 彼らに接し、離れないように心掛けよ」云々。
右の二話と、ラマルチーヌの誌す「アラブ人の作り話か言い伝え」は、
物の見事に真逆である。兄弟は、親譲りの麦畑を共有する。二人は収穫を山分けするが、お互い納得しない。そこで夜隠に乗じて、密か 自分の分け前を持ち出し相手に譲る。連日、二人は互いの善意に気付かぬまま、譲り合い 続ける。しかし、こ 二人 ろって少々頓馬な兄弟の行為は、広く世間に賞賛される。そして神殿建立の縁となる。教訓、 「単純素朴、自然な発想により神 一所を献げれば大地に徳は芽生えるのだ」 。
この訓示は、あくまで説話の記者ラマルチーヌの評言にすぎず 当て











とは即ち「聖書の気風」であるようだが、これは当たらずといえども遠からず。美徳か悪徳かはさておき、宝をめぐる二者 駆け引きを、確かに聖書も好んで語る。この二者は、必ず身内、特に兄弟である。そして家宝を奪い合い、勝者による独占か、両者の和解（もしくは一方の妥協）による分配 （均等とは ぎらないが） 、両者の破産によ 家族崩壊に落着する。 『創世記』に名高い人祖アダムの二子カインとアベル以下、聖書の説話に登場する兄弟の仲は、大概、険悪か不穏である で 逐一紹介する余裕はない。しかし、ここで問題のエルサレム神殿建立説話に最も深く関わると思われ 例を挙げるとすれば、それ ダビデ王家の一族である。
まず前提として、旧約聖書の『歴代志略』 （上、二一
－ 二二章）によれ












－ 一一章、 『歴代志略』 （上下、
全六五章のうち）下の一
－ 九章に記載され、そのうち神殿建立に関する
記述は三分の二ほどを占める。著者たちの意図は、エルサレム神殿建立を名君ソロモン 偉業として、イスラエル民族史の頂点、また世界史の中点に置くことであったに相違な 。ちなみに これは統合の終点であると同時 分裂の起点でもある。王国は南北朝に 裂した。その原因について、 『列王記』 『歴代志』の説明 再び共通する。ソロモンは王家の繁栄を全国の租税により維持し が、首都エルサレム以北の諸州は重税に耐えず、ソロモンの没後に離反したのだという 一二章。 『歴代志略』下、一〇章） 。
相違点の第一は、いわゆる「ソロモンの裁き」である。一つ家に同居






































































































『サムエル記』 『列王記』に伝わるソロモンの生い立ちを『歴代志略』は全く記載しない。本来これを第一の相違点として挙げるべき あったかともか 整理する。『サムエル記』 『列王記』と『歴代志略』の共通点は、 「ソロモンの夢見」 「エルサレム神殿建立」である。相違点の数々を見ると、互いの関係は論理上、真に対する偽ではない。
陳述に対する黙秘である。 『歴代志略』は、 『サムエル記』 『列王記』の陳述しない情報を開示する一方で、 『サムエル記』 列王記』の開示 情報を敢えて陳述しない。 『歴代志略』の黙秘する件は「ソロモン 生い立ち」と「ソロモンの裁き」で、注目すべきこと 、 ず も要は「宝をめぐる二者の駆け引き」である。
さて、問題のエルサレム神殿建立説話に話を戻す。ギンズバーグの言う「この説話」は、アウエルバッハ、コスタ、ラマ
































く」 （と父に評され） 、親の遺産を活用して、 『詩篇』一三三番よろしく
理想の神殿を建立す 。
王家と神殿の理想化は、 『サムエル記』 『列王記』 『歴代志略』に通底す




にする鍵を得た。鍵は王冠で、真の宝は神殿である。宝の入手、すなわち神殿の建立 、新規事 と か遺産相続とするか、いずれにしろ宝そのものに瑕はない。
しかし宝の在処、すなわちエルサレムは、天下の霊場とされるにもか












正反対である」 。また 「昔も今も、こんな理想は端からあった例がない」 。
注
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2）   「前篇」三六
－ 三七頁。
（
（）   「前篇」三九頁下段
－ 四〇頁上段。
（






eda Jason, ed., M





richs Verlag, 1976 ） 、全七七話のうち六九話を訳出したという。非常
に優れた翻訳であるが、コスタのヘブライ語原文とは若干異なる。原因はヤーゾンの手入れか、小川の意訳か不明。なお、出典としてコスタの名を挙げていない。
（
5）   「前篇」三九頁。
（
6）   「前篇」四〇頁、注（
7）参照。
（
7）   「前篇」三八頁参照。
（







二月） 、 「銀の彫刻物」 『キリスト教学』
54（立教大学キリスト教学
会、 〇一二年一二月） 、 「ヤコブの泉」 『聖書学論集』
46（日本聖書





























o., 1968 , pp. 462 -46（ . C
f. A
ri Z. Zivotofsky, 
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11）   「前篇」四〇頁。
（

















14）   
夜中に子を奪い合う二人の娼婦は、まさに『カリーラとディムナ』
の胡麻売り仲間やサギシとトンマの同類であると言える。なお、類話は中国、日本の文献にも見られる。桂万栄『棠陰比事』より第七話「二人の父親（李崇還泰） 」第八話「二人の母親（黄霸叱姒） 」 （駒田信二訳、岩波文庫、一九八五年、二一







15）   「モリア山」は、 『創世記』二二章の有名な説話に、イスラエル人の太祖アブラハム所縁の霊峰とされる。なお、 『サムエル記』 （下、二四・一六）は、エブス人オルナンを「アラウナ」とする。後述、注（
20）参照。
（
16）   
新約聖書『マタイ伝福音書』一・六参照。
（








19）   「前篇」四〇
－ 四一頁。
（




21）   
崩御、万歳（
L
e roi est m





22）   
クロード・レヴィ
=
ストロース、大橋保夫訳『神話と意味』みす
ず書房、一九九六年、一
－ 二頁「神話は人間の中において、人間自
身が知らぬまに考え出される」 。神話を説話と言い換えてもいい。
（いいごうともやす
　
立教大学兼任講師）
